
令和７年度第１回和泉市スポーツ推進審議会　次第 
 
日時：令和８年３月４日（水）午前１０時～ 

場所：市役所３階　庁議室 
 

 
１　開会 
 
２　委員紹介及び職員紹介 
 
３　生涯学習推進室長　挨拶 
 
４　金谷会長　ご挨拶 
 
５　議題 
　（１）スポーツ団体に交付する補助金について 
 
６　報告 
　（１）和泉市生涯学習・スポーツ推進基本計画に基づく推進状況について 
　（２）（仮称）和泉市北部総合スポーツ公園基本構想について 
　（３）和泉市温水プール事業の廃止について 
　 
７　その他 
 
 
【配布資料】 
　資料１　和泉市スポーツ推進審議会委員名簿 
　資料２　和泉市スポーツ推進審議会配置図 
　資料３　スポーツ団体に交付する補助金について 
　資料４　和泉市生涯学習・スポーツ推進基本計画に基づく進捗状況について 
　資料５　（仮称）和泉市北部総合スポーツ公園基本構想について 
資料６　和泉市温水プール事業の廃止について 
資料７　和泉市スポーツ推進審議会条例、和泉市審議会等の設置及び運営に関する規則（抜粋） 
資料８　和泉市スポーツ推進審議会運営要綱 
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和泉市スポーツ推進審議会委員名簿 

 

 (順不同・敬称略)

 氏　　　名 所　　　属 備考 任期

 
委員 池内　啓二

いけうち け い じ

和泉市町会連合会

１号委員

令和 6年 3月 16 日から 

令和 8年 3月 15 日まで 

(池内委員は令和 6年 10 月 17 日から 

淡路屋委員は令和 8年 2月 26 日から)

 
委員 門林 淳

かどばやし きよし

和泉市老人クラブ連合会

 
委員 野口　祥子

の ぐ ち さ ち こ

和泉市障がい者団体連絡協議会

 
委員 立石　武弘

たていし たけひろ

和泉市体育協会

 
委員 金谷  忠男

かなたに た だ お

和泉市スポーツ推進委員協議会

 
委員 淡路屋　隆之

あ わ じ や たかゆき

和泉市ＰＴＡ協議会

 

委員 鈴木　雄太
す ず き ゆう た

大阪公立大学　研究推進機構 

都市健康・スポーツ研究センター　 

准教授 ２号委員
 

委員 竹内　靖子
たけうち や す こ 桃山学院大学 社会学部 

ソーシャルデザイン学科　准教授

 
委員 山田　源一

や ま だ げんいち

公募委員 ３号委員



日時：令和８年３月４日（水）午前１０時～

場所：市役所３階　庁議室

淡路屋委員 鈴木委員 竹内委員

池内委員 門林委員 野口委員

介添者

令和７年度第１回スポーツ推進審議会　配席図

前田室長

会長席
冨岡課長

北野
総括主
幹

副会長席

藤原
総括主
査

大嶋

出
入
口
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議題（１）
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スポーツ団体に交付する補助金について 

 

 

《令和８年度》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

 

※参考 

スポーツ基本法 

（審議会等への諮問等） 

第三十五条　国又は地方公共団体が第三十三条第三項又は前条の規定により社会教育関係団体（社会教育法（昭和二十四年法

律第二百七号）第十条に規定する社会教育関係団体をいう。）であるスポーツ団体に対し補助金を交付しようとする場合には、あら

かじめ、国にあっては文部科学大臣が第九条第二項の政令で定める審議会等の、地方公共団体にあっては教育委員会（特定地方

公共団体におけるスポーツに関する事務（学校における体育に関する事務を除く。）に係る補助金の交付については、その長）がス

ポーツ推進審議会等その他の合議制の機関の意見を聴かなければならない。この意見を聴いた場合においては、同法第十三条の

規定による意見を聴くことを要しない。

 対象団体 事項名 目的及び理由 令和８年度 令和７年度

 

和泉市体育協会 活動補助金

本市のスポーツの普及振興及び市民の体力の向上並

びに健康増進に寄与することを目的として活動する

団体に支援を行う。

９，６１９ ９，６３３



＜KUL和泉市内体育施設管理チーム＞

（代表会社：株式会社KUL）（令和6年度～令和11年度）

・コミュニティ体育館

・光明池球技場

・光明池緑地運動場

・総合スポーツセンター（関西トランスウェイスポーツスタジアム）

・市民体育館

（２）スポーツや運動に関する情報提供体制の充実

和泉市生涯学習・スポーツ推進基本計画に基づく進捗状況について　　　　　報告（１）

1.誰もがスポーツができる環境の整備【くわわる】

（１）スポーツ施設の整備・充実

（★：新規、●拡充、○継続）

①新たなスポーツ施設の整備

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇アリーナ整備に伴う、他市施設の調査・研究 〇市民体育館建て替えに伴うアリーナ整備

★（仮称）北部総合スポーツ公園の基本構想策定 〇（仮称）北部総合スポーツ公園の整備

②既存スポーツ施設の機能強化

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇指定管理者による管理運営 〇安定した住民サービスの提供

＜公益財団法人大阪YMCA＞（令和6年度～令和11年度） 〇スポーツ教室等の充実

・温水プール（サン燦プール） ★市民体育館の空調整備

・槇尾川公園テニスコート

③学校体育施設の開放

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇小学校、中学校、義務教育学校（全30校）の学校開放 〇小学校、中学校、義務教育学校の学校開放

　（閉校した小学校2校を含む）

★学校体育施設開放　団体登録・予約システムの構築 ★学校体育施設開放の効率的な運用

①情報提供の充実

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇広報紙、HPによる情報発信 〇広報紙、HPによる情報発信

〇「IZUMIスポーツニュース」（年6回）の発刊 〇「IZUMIスポーツニュース」（年6回）の発刊

〇市公式Facebookによる情報発信 〇市公式Facebookによる情報発信

〇いずみメールによる情報発信 〇いずみメールによる情報発信

〇民間テレビによる情報発信 〇民間テレビによる情報発信

②新しい運動・スポーツに関する情報発信

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇インターネット、SNSを通じた情報発信 〇インターネット、SNSを通じた情報発信

○eスポーツイベントにむけた会議に出席 ○他市町村・団体とのeスポーツイベントの共催
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②市内ランニングコースの周知・活用

③市民スポーツ大会への支援

②誰もが参加しやすいスポーツ機会の充実

２．多様なニーズに応じたスポーツ活動の機会の提供【つながる】

（１）競技スポーツの振興

（★：新規、●拡充、○継続）

①競技スポーツの育成支援

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇和泉市体育協会による競技スポーツ大会の開催支援 〇和泉市体育協会による競技スポーツ大会の開催支援

〇和泉市スポーツ推進委員研修会の実施 〇和泉市スポーツ推進委員研修会の実施

○奨励費の交付 ○奨励費の交付

②観戦機会の創出

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇和泉市民観戦デー実施 〇和泉市民観戦デー実施

・セレッソ大阪　9月20日　251名 ・セレッソ大阪

・オリックス・バファローズ 8月15日　601名 ・オリックス・バファローズ

・アルバモス大阪　10月11日　56名 ・アルバモス大阪

・大阪エヴェッサ

（２）地域でのスポーツを通じた交流の促進

①スポーツ推進委員による地域スポーツ活動の促進

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇ふれあいニュースポーツ教室 ★レッツエンジョイ！ニュースポーツ！！への変更

　（4,5,6,9,11,12月の6回実施） 　（6,11月の2回へ集約し、各回の体験競技数を拡充）

②トップアスリートとの交流機会の創出

今年度の取り組み状況 今後の展望
★フットサル体験イベント（現役プロフットサル選手） 〇トップアスリートを招いたスポーツ教室

（３）スポーツ活動のきっかけづくり

①だれもが参加できるスポーツ事業の実施

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇ふれあいニュースポーツ教室 ★レッツエンジョイ！ニュースポーツ！！

　（4,5,6,9,11,12月の6回実施） ★ウォーキングアプリの構築

〇春季ファミリー歩こう会（5月11日） 〇春季ファミリー歩こう会

〇信太山クロスカントリー大会（1月11日） ○信太山クロスカントリー大会

〇ニュースポーツフェスタ2026（3月8日予定） 〇ニュースポーツフェスタ

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇ランニングイベント（オンライン）の開催（10月1日～31日） 〇ランニングイベントを実施するとともに、

　市内ランニングコースの周知につなげる

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇市民スポーツ大会を開催している和泉市体育協会への 〇市民スポーツ大会を開催している和泉市体育協会への

　補助金の交付 　補助金の交付

（４）ライフステージに応じたスポーツ活動の促進

①子どもを対象としたスポーツ機会の創出

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇走り方教室の開催（10月18日,3月22日予定） 〇走り方教室

〇子ども向けスポーツ教室の開催 〇子ども向けスポーツ教室の開催

〇部活動地域展開推進計画の策定 〇部活動の地域展開への取組

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇市民ゴルフ大会（ロングランコンペ、10月1日～24日の平日） 〇市民ゴルフ大会（ロングランコンペ）

〇ニュースポーツフェスタ2025（3月8日予定） 〇ニュースポーツフェスタ
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②大学・民間団体との連携

３．スポーツ活動を支援するまちづくり【ひろがる】

（１）スポーツ活動を支える人材の育成や連携の強化

（★：新規、●拡充、○継続）

①スポーツ活動を支える人材（人材バンク）

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇和泉市生涯学習人材データバンク（スポーツ分野）への登録 〇和泉市生涯学習人材データバンク（スポーツ分野）への登録

②スポーツを支える活動への参加促進

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇スポーツイベントのボランティア募集 〇スポーツイベントのボランティア募集

〇信太山クロスカントリー大会（1月11日） ○信太山クロスカントリー大会

（２）関係機関や団体との連携強化

①応援サポーターの推奨

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇市内公共施設等を中心にチラシ、ポスターの設置及び掲示 〇市内公共施設等を中心にチラシ、ポスターの設置及び掲示

〇市事業協賛企業の施設等へのチラシ、ポスターの設置 〇市事業協賛企業の施設等へのチラシ、ポスターの設置

及び掲示 及び掲示

今年度の取り組み状況 今後の展望
〇市民ゴルフ大会（ロングランコンペ、10月1日～24日の平日） 〇市民ゴルフ大会（ロングランコンペ）
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■目標指標・進捗管理指標

目標値
（R13年度）

目標指数 社会体育施設の利用者数 337,550 人 458,123 人 489,852 人 648,000人

学校体育施設開放利用者数 183,149 人 340,145 人 262,974 人

市民体育館（アリーナ）利用者数 - - -

（仮称）北部総合スポーツ公園利用者数 - - -

目標指数
週に１回以上運動・スポーツを行う人（１８歳
以上）の割合 46.3

(R4年度)
％ 46.8

(R6年度)
％ 58.9

(R7年度)
％ 70%

スポーツ振興奨励費交付者数 99 人 233 人 272 人

スポーツ事業参加者数 140 人 1,903 人 2,041 人

市民観戦デー参加者数 1077 852 人

目標指数 体育協会各連盟加入者総数 8,260 人 6,891 人 7,232 人 12,400人

スポーツ推進委員数 42 人 39 人 40 人

学校クラブ加入率 51.2 ％ 49.6 ％ 50.5 ％

スポーツ人材バンク登録者数 14 人 12 人 13 人

指標
基準値
（R3年度）

前回値
（R5年度）

現状値
（R6年度）

1.誰もがスポーツができる環境の整備

2.多様なニーズに応じたスポーツ活動の機会の提供

実施なし

3.スポーツ活動を支援するまちづくり

進捗管理
指標

目標：毎年度、
前年を上回る

進捗管理
指標

目標：毎年度、
前年を上回る

進捗管理
指標

目標：毎年度、
前年を上回る
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（仮称）和泉市北部総合スポーツ公園基本構想 （概要版）

（仮称）北部総合スポーツ公園（以下、本公園）の計画地があ

る北部地域では、スポーツ・レクリエーション施設（以下、スポー

ツ施設）の不足が長年指摘されてきました。この課題に対応す

るため、平成15年に「北部地域公共施設整備事業」として、現

在の信太山丘陵里山自然公園周辺での施設整備が計画されま

した。その後の自然環境調査で、絶滅危惧種を含む多様な生物

や独自の生態系が確認されたことを受け、事業内容は見直さ

れ、当初のスポーツ施設整備から自然環境の保全と活用を優

先する方針へと変更されました。

その後、約１０年にわたり、代替候補地の検討を進められた結

果、国有地等の無償貸付を前提に旧泉北水道企業団の事業用

地跡地（図１）の活用を検討することが決定されました。

また、スポーツ施設の利用は土日祝日に集中し、稼働率が高

く、予約が取れず希望どおりに利用できない事例が生じており、

スポーツ施設の不足が課題として指摘されています。上位計画

での位置づけや本市の利用実態を踏まえると、多様化するス

ポーツニーズに対応した施設整備が求められています。

以上の経緯と背景を踏まえ、本市では市民のスポーツに対す

る高まるニーズに応えるべく、新たなスポーツ施設の整備を推

進するための「基本構想」を策定しました。

“人と人”、“人と自然”がつながる、スポーツとふれあいの拠点

多様な人々が集い、楽しむ、活気あふれるスポーツ拠点方針１

・ 子どもから高齢者まで、障がいの有無にかかわらず、誰もが気軽に利用できる施設づくりを検討します。

・ 多世代が交流し、新たな出会いとにぎわいが生まれる空間を形成します。

・ 競技のレベルを問わず多様なニーズに対応できる充実した施設を目指します。

自然とふれあい、豊かさを感じられる“憩いの空間“方針2

・ 自然を感じられる空間で運動することで、心身ともに豊かになる施設づくりを推進します。

・ 地域特有の自然や生態系に触れ、くつろぎを感じられる環境を整備します。

・ 施設整備や運営において、自然環境への影響を最小限に抑える取組を推進し、地域と調和した環境づく

りを目指します。

安全を守り、快適に利用できる“やすらぎのある施設“方針3

・ 予約なしでも利用できる芝生広場やウォーキングコースで、心身ともに豊かになる施設づくりを推進します。

・ 施設利用者の安全確保や快適性の向上を図り、誰もが安心して利用できる施設づくりを推進します。

・ 渋滞や騒音、光害など、計画地周辺の住民に配慮した施設づくりに努めます。

・ 災害時の活用を想定した施設づくりや防災機能を有する設備の配置を検討します。

施設名 施設種別

1 和泉市立光明池球技場 運動広場/テニスコート

2 和泉市立光明池緑地運動場
運動広場/テニスコート及
び練習場

3 惣ヶ池こどもグラウンド 野球場

4

和泉市総合スポーツセンター
（関西トランスウェイスポーツスタ

ジアム）

多目的グラウンド / 野球
場 / テニスコート / 多目
的室

5 和泉市立市民体育館 大体育室・小体育室

6 和泉市立コミュニティ体育館 体育館

7 くすのき公園テニスコート テニスコート

8 槇尾川公園テニスコート テニスコート

9 和泉市温水プール（サン燦プール） 水泳プール

No

表1 本市のスポーツ施設一覧

（２）利用状況

利用者数を集計している施設について、令和元年度以前は年間50万人台（のべ）で推移していましたが、新型コ

ロナウイルス感染症による緊急事態宣言等が発令されていた令和2年および令和3年には、年間約30万人まで落

ち込んでいます。しかし、令和4年度以降、回復傾向に

あり、温水プールを除き、令和元年度以前の水準まで

回復しています。特に和泉市総合スポーツセンターの

利用者数は令和元年の約1.5倍となっています。

68,435 64,332 47,760 57,299 31,878 45,576 56,079 59,989

81,982 85,733 91,737 85,641
56,061 55,026

82,051 74,187

68,235 58,064 50,905 45,365

37,657 41,497
43,694 45,456

75,114 80,681
71,230 63,148

51,865
56,416

65,840 64,996

15,849
67,600 90,315 85,866

53,262

79,174

124,836 127,489
11,830 12,205

10,203

11,189

12,506 12,507
16,471

15,706
12,064

11,251

9,709

9,457

10,169 9,150
208,605

199,045 190,586
170,583

39,977

48,672

77,915 73,499

534,691
571,161 566,427

531,358

290,612

347,007

473,090 467,273

0

200,000

400,000

600,000

H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

和泉市立市民体育館 和泉市立コミュニティ体育館 和泉市立光明池緑地運動場

和泉市立光明池球技場 和泉市総合スポーツセンター 槇尾川公園テニスコート

くすのき公園テニスコート 和泉市温水プール

（１）基本コンセプト

世代や障がいの有無にかかわらず、誰もが平等にスポーツを楽しみ、交流できる場を提供するとともに、地域

特有の自然環境や周辺地域の住環境に配慮した、人や自然とのふれあいを大切にする施設を目指します。

（２）整備方針

（３）スポーツ施設等に関する課題の抽出

市民・施設利用者団体アンケート調査、高齢者団体・障がい者団体ヒアリング調査の結果より、次のとおり課題

を整理しました。

① 市内のスポーツ施設は多様だが、利用者は高齢化し、若年層の利用は少ない状況です。また、運動場や野球

場は稼働率が低い一方、土休日は予約が集中しており、予約がとれない状況にあります。今後は若年層が関

心を持つスポーツへの対応や、需要分散、全世代が利用しやすい環境整備が求められています。

② 市内の多くのスポーツ施設は老朽化し、空調・照明や更衣室などの設備が不足しており、競技スペースや駐

車場も十分でなく、用途が限定的でスポーツ以外で活用しにくい状況です。今後は設備更新と多目的化を進

め、競技団体から一般利用者まで幅広いニーズに応える環境整備が求められています。

③ 市民からは避難所機能やバリアフリー、交通アクセス改善、自然環境を活かした施設への要望が高い傾向に

あります。今後は災害対応設備の整備、高齢者から子どもまで世代を超えて利用できる環境づくり、自然や

景観を活かした施設設計が求められています。

49.4% 47.2% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1725）

利用したことがある 利用したことはない わからない

（１）上位計画における位置づけ

本計画は、本市の最上位計画である第

６次和泉市総合計画や、和泉市生涯学

習・スポーツ推進計画や第2次和泉市都

市計画マスタープランに準じ、また各種

関連計画と調和した内容とします。

第6次和泉市総合計画

和泉市生涯学習・

スポーツ推進計画
第2次和泉市都市計画

マスタープラン

（仮称）北部総合スポーツ公園基本構想

関連計画

本計画

図3 各計画の関係図

図4 本市のスポーツ施設の利用状況

図2 計画地周辺の現況

図1 計画地の位置図

計画地
JR和泉府中駅

JR信太山駅

図6 休日のスポーツ種類別の稼働率図5 和泉市のスポーツ施設の利用有無

1 はじめに
本編 p1-1

2 本市におけるスポーツ施設の現状と課題
本編 p2-1～2-30

3 （仮称）北部総合スポーツ公園基本方針
本編 p3-1～3-10
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（３）ゾーニングの設定

ゾーン名 概要 主な施設

スポーツゾーン

市内の施設利用率が高い野球、サッカー、テニス等の運動

ができる屋外スポーツ施設、及びその観覧スペースを計画

します。

野球場 1面

多目的グラウンド 1面

テニスコート 4面

アーバンスポーツ

ゾーン

市内で利用できる場所が少ないスケートボードや3×3な

どアーバンスポーツが可能な施設を計画します。

スケートパーク

3×3コート 2面

広場ゾーン

予約等が不要で気軽に利用でき、多目的利用が可能な芝

生広場や幅広い年齢層の子どもが利用できる大型遊具等

を計画します。

多目的広場

大型遊具 等

エントランス

ゾーン

スポーツセンターの玄関にあたり、施設利用の受付機能・

観覧機能を担う管理棟や車両が転回するロータリーを計

画します。

エントランス広場

管理棟

ロータリー

駐車場ゾーン

公園利用者用の駐車場を計画する。計画地内は高低差が

あり、公園利用者の利便性を考慮し、駐車スペースを分散

して設置します。

一般車駐車場

障がい者用駐車場

大型車用駐車場

自然ゾーン
惣ヶ池湿地の貴重な湿原環境や湿原性植物を保全すると

ともに、その周囲の二次林の保全を行います。
惣ヶ池湿地

（3）有効な事業手法の検討

民間活力を導入する事業手法は、維持管理・運営

の主体や民間式活用の有無などにより、DB方式、

DBO方式、PFI方式の手法が想定されます。

事業手法は、基本計画の検討と併せて、和泉市

PPP/PFI手法導入優先的検討規程に従って、整

備・管理運営事業の事業手法について検討を行い、

最適な事業手法を検討します。

６タイプのゾーンを設定し、計画地の自然に富んだ高低差のある地形状況を踏まえて、以下に示すゾーニング案

を設定しました。

（4）事業スケジュール

民間活力を導入した施設整備を進める場合として、想定する主な事業スケジュールは以下のとおりです。

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

令和13年度
（2031）

令和14年度
（2032）

令和15年度
（2033）

令和16年度
（2034）

・・・

・ 基本計画
・ PFI導入可能性
調査

民間事業者
公募

民間事業者による事業実施 施設オープン・
運営管理開始

通常の民間事業

借地権設定

通常の公共事業

従来方式

DBO方式DB方式＋
指定管理者

包括的
民間委託

独立採算型

ＰＦＩ方式

サービス購入型

混合型

ＰＰＰ

民

官 事業運営 民

民
間
資
金
活
用
度

公募設置管理
許可制度

各
事
業
予
定

図7 ゾーニング案

表2 各ゾーニングの概要

図8 PPP/PFI事業の分類イメージ

表4 想定する事業スケジュール

4 基本構想の実現に向けて
本編 p4-1～4-5

基本構想
の策定

基本設計・実施設計 整備工事

※ 採用する事業手法や事業の進捗状況に応じて、スケジュールは見直す場合があります。

（仮称）和泉市北部総合スポーツ公園基本構想 （概要版）

（1）概算事業費

（2）財源確保

施設整備費

補助金等 所管

学校施設環境改善交付金 文部科学省

新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）
内閣府

民間資金等活用事業調査費補助事業

民生安定助成事業 防衛省

社会資本整備総合交付金（都市公園事業）
国土交通省

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

スポーツ振興くじ助成金（地域スポーツ施設整備助成） 日本スポーツ振興センター

施設整備費について、公園施設やスポーツ施設の整備面積等を考慮すると、約55～60億円程

度と想定します。ただし、施設整備費は建設資材価格や建設労務費等の状況により、変動する場合があります。

施設整備後の運用費用について、和泉市内のその他のスポーツ施設の運営状況を参考に、本公

園の面積規模を考慮すると、年間約6～7千万円程度（内、利用料金収入等で賄えるのは4～5千万円程度）と想

定します。

施設整備にかかる財源は、学校施設環境改善交付金など国の交付金や補助金等（表3参照）の活用を検討し、残り

の事業費については地方債等の活用を検討します。

表3 主な補助金

運用費用

（本編より一部抜粋）
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はじめに

和泉市温水プール（サン燦プール）は、市民の健康の保持増進とスポーツ振興を図ることを

目的に、平成９年（１９９７年）５月１日から運用を開始し２８年が経過しています。

これまで多くの市民が利用し、その役割を果たしてきましたが、近年、老朽化が原因である緊

急工事による休館が頻繁に発生するなど、今後、市民が安全・快適に利用するためには、施設の

維持・管理が大きな課題になっています。

令和４年度に長寿命化・改修整備計画を策定したところ、１０年間安定的に使用するためには、

最低限の改修で約２億９０００万円の費用が必要となり、今後３０年の累計コストは約２６億円

が必要であると分かりました。（建替え費用を除く。和泉市公共施設等管理計画における耐用年

数の目安 大規模改修なし：６０年 大規模改修あり：８０年）

このようなことから、公営プールを取り巻く状況や今後想定される財政負担の状況などを整理

し、和泉市公共施設等総合管理計画の公共施設等の管理に関する基本的な方針に基づき、今後の

温水プールの在り方を検討します。

２
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１ 施設概要

(1)基本情報

施 設 名 温水プール

所 在 地 上町５８４番地１

所管所属 生涯学習推進室 運営方法 指定管理

分類 スポーツ施設 延床面積 2615.39㎡

供用開始 平成9年5月（1997年） 敷地面積 4977.00㎡

竣工年月 本体部分 平成 9年3月
増築部分 平成11年3月

構 造 鉄筋コンクリート2階建
（府営住宅との合築造）

所有状況 土地：市
建物：市

開館時間 平 日 9：30～21：30
土・日・祝 9：30～19：00

施設内容 リラクゼーションプール（25ｍ）、子どもプール、ジャグジー、採暖室
トレーニング室、スタジオレッスン室、喫茶・軽食コーナー、更衣室、事務室

駐車場 ６０台 定休日 水曜日

３
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１ 施設概要

(2)設置の経緯

リラクゼーションプール スタジオレッスン室 トレーニング室

昭和62年から昭和63年にかけて「泉北環境整備施設組合舞町ごみ焼却場」の新焼却炉の建設

に対し、地域住民から「同施設の余熱を利用した温水プール」建設の要望が出され、市民の健

康の保持増進とスポーツ振興を図ることを目的に、泉北環境整備施設組合と和泉市との間で温

水プールを共同で建設へ向け取り組む。

府営北信太住宅の建替えにあたり、余剰地の一部を府営住宅と合築し、事業主体及び管理運

営等を和泉市が行うこととなった。

建設費用については、泉北環境整備施設組合規約に基づく建設事業費の負担割合により、和

泉市・高石市・泉大津市が負担し整備された。

外観

４
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２ 温水プールの現状と課題

(1)利用状況

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

温水プール利用者推移（過去１０年間）

プール

ジム

共通

○平成９年５月の営業開始以降、表に記載のない平成２６年度まで平均で年間約１９万３千人程度の利用者数で

推移していました。

○直近の１０年間では、平成２８年度をピークに減少し、令和２年度には新型コロナウイルス感染症や緊急改修

工事の影響で大幅に減少しました。

○令和３年度以降は回復傾向にはありますが、新型コロナウイルス感染症の影響が発生する前の水準には達して

いない状況です。

利
用
人
数
（
人
）

① 利用者数の推移

５
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２ 温水プールの現状と課題

○現在データのある令和４年１１月から令和５年

３月の実績では、和泉市民の利用者は約６０％、

和泉市外の利用者は約４０％となっています。

○減免等を除く、定期利用者の割合は約６７％、

一時利用者は約３３％となっており、特定の人

の利用が多い状況です。

② 利用状況

◆和泉市民の利用状況

市内 市外

約６０％ 約４０％

※データのあるR4.11～R5.3の実績から算出

区分 プール ジム 共通 合計

定期利用者 31,352人 26,486人 2,834人 60,672人

一時利用者 22,831人 7,356人 125人 30,312人

その他（減免等） 6,780人 1,232人 12,750人 20,762人

合計 60,963人 35,074人 15,709人 111,746人

◆利用区分別の状況（令和６年度実績）

40%

20%

27%

13%

上記の割合から想定される利用状況

■市外 一時利用

■市外 定期利用

■市内 一時利用

■市内 定期利用

６
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２ 温水プールの現状と課題

(2)管理運営等の状況

① 運営方法 指定管理者制度（平成18年度から）

現在の契約期間 令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間

② 指定管理料について

指定管理期間 ５年間の指定管理料 １年あたりの指定管理料

Ｒ１からＲ５ ２４４，２９９，０００円 ４８，８５９，８００円

Ｒ６からＲ１０ ３５７，８３０，０００円 ７１，５６６，０００円

差 ＋１１３，５３１，０００円 ＋２２，７０６，２００円

◆前回の指定管理期間と現在の指定管理期間の比較

【指定管理料増加の要因】

○修繕料の増額 年間300万円 → 1,300万円に1,000万円の増額

（預かり修繕料として指定管理料へ含め、残金があれば精算し市に戻入する修繕料）

○施設管理を行う人員を１名増員し、年間約350万円の増額

○その他、物価・光熱費・人件費の高騰により増額

直近４年間の修繕、
工事等の額から算出

７
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２ 温水プールの現状と課題

③ 近年の整備改修状況

◆過去１０年間の工事及び修繕（平成27年度から令和6年度の実績）

【主な工事内容（500万円以上の工事）】

○H27 機械設備改修工事 約760万円

○H28 塩素タンク改修工事 約620万円

○R01 空調設備改修工事 約1,520万円

熱交換器等改修工事 約890万円

○R02 外壁工事 約1,240万円

リターンヘッダー他改修工事 約580万円

○R03 ろ過装置他改修工事 約2,200万円

プール槽改修工事 約520万円

○R06 受水槽他改修工事 約1,540万円

区分 １０年間の合計金額 １年あたりの金額

工事費 １３５，０１８，６８０円 １３，５０１，８６８円

修繕費 １７，３７３，７３９円 １，７３７，３７３円

合計 １５２，３９２，４１９円 １５，２３９，２４１円

【主な修繕内容（100万円以上の修繕）】

○R01 ボイラー修理 約170万円

○R02 自動扉修理 約180万円

○R04 ろ過装置用ポンプ取替修理 約100万円

○R05 ろ過制御盤･動力盤修理 約300万円

※上記の修繕費は、指定管理料へ含む修繕費で指定管理者が

実施したものを除く。

んでいる預かり修繕費での修繕は含まない主に設備の老朽化による不具合が多数発生し
ており、工事・修繕を繰り返している状況で
す。

８
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２ 温水プールの現状と課題

④ その他維持管理費用の状況

◆過去１０年間の費用（平成27年度から令和6年度の実績）

区分 １０年間の合計金額 １年あたりの金額

備品購入費 ４，４５６，７３０円 ４４５，６７３円

営業補償金（緊急工事に伴う補償のみ） １９，３０６，１５５円 １，９３０，６１５円

長寿命化改修・整備計画策定 ８，４９２，０００円 ８４９，２００円

合計 ３２，２５４，８８５円 ３，２２５，４８８円

新型コロナウイルス感染
症の影響に伴う休館の
補償金（約3,500万円）を
除く

⑤ ランニングコスト

◆想定される年間のランニングコストを➁～④で算出した１年あたりの金額から算出

➁ 指定管理料 71,566,000円(R6～R10平均)

③ 工事・修繕 15,239,241円(過去10年平均)

④ その他 3,225,488円( 〃 )

➁＋③＋④－1,000万円（預かり修繕費増額分）

年間ランニングコスト：約８，０００万円

老朽化に伴う工事・修繕等の影響で多額の
ランニングコストが発生
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２ 温水プールの現状と課題

工事・修繕に
よる休館が頻
繁に発生して
います。

年度 休館日数 内 容

令和２年度 ２１日 プール内壁落下防止緊急改修工事

令和３年度 １３２日 プール底亀裂、ろ過装置交換

令和４年度 ８４日 プール槽亀裂、給排水設備不具合

令和５年度 １０４日 配電盤浸水

令和６年度 ４９日 受水槽他改修工事

【直近５年間】

３９０日間の休館

⑥ 工事に伴う休館の状況

➣利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響で大幅に減少した後、以前の水準には戻っ

ていない状況です。

➣和泉市民の利用者は約６０％で、約４０％は市外からの利用者です。

➣過去１０年では、主に設備の老朽化による不具合が発生し、工事・修繕を繰り返し実施し

費用が増大しており、工事・修繕に伴う休館も頻繁に発生している状況です。

➣今後、想定されるランニングコストは、減少する可能性は低く、今後、施設を安定的に維

持するためには、大規模改修による長寿命化の実施が避けられない状況です。
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２ 温水プールの現状と課題

(3)長寿命化改修・整備計画について

策定年度 令和４年度

概 要 平成９年度に竣工し、２５年が経過する温水プールについて、施設・設備の長寿命化、維

持・更新コストの縮減及び改修・修繕費用の平準化を図るため、施設・設備全体の劣化度

を調査し、問題点の整理や中長期的な改修・整備計画の作成を行ったもの。

○大規模改修後、１０年間プールの休館を伴う改修が発生しないようにするためには、安全利用・機能維持・法令対応という

最低限の水準で約２億９千万円の費用が必要です。

○概算費用は計画策定した令和４年度時点の額であり、近年の物価高騰の影響により改修費用が増大する可能性があります。

区分 改修費用

ⅰ安全に安定して運営するための機能維持・設備保全
関係法令等への対応

２９０，０００，０００円

ⅱ将来にわたり快適に利用するための戦略的保全（予防保全
的な改修を含む）

２７０，０００，０００円

ⅲ利用者がリニューアルを実感できる改修 ２１，０００，０００円

合計 ５８１，０００，０００円

◆大規模改修の概算費用

大規模改修工事

後、１０年間は

プールの休館を伴

う改修が発生しな

い水準を想定
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３ 公営プールを取り巻く状況

(1)状況の変化

◆屋内プール施設数（スポーツ庁の体育･スポーツ施設現況調査から）

区分 平成８年度 令和３年度 差

公共施設 １，６２５ １，７８４ ＋１５９

民間施設 １，８１７ ３，１４３ ＋１，３２６

① 全国的な施設数の状況

民間プール施設は約1.7倍に増加

○スポーツ庁が実施する体育スポーツ施設現況調査の屋内プールの施設数について、平成８年度と令和

３年度の比較では増加しており、民間施設は約１．７倍となっています。

○屋外プールは全体的に減少傾向であり、学校の施設、その他公共施設のプールも減少しています。

○全国的に学校の水泳授業を民間のスイミングスクールに委託する動きが広がっており、民間プール施

設・事業者の役割が重要になってきています。（和泉市でも民間委託を進めています。）
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３ 公営プールを取り巻く状況

◆民間の屋内プール施設数

② 和泉市の施設数の状況

３施設
（計画当時の資料から）

５施設
その他、光明池（堺市）に２施設

和泉市民が利用可能な近隣の施設は建設当時から増加しています。

③ 社会ニーズの変化

◆健康志向の高まり

◆全国的な健康ブーム

・フィットネスクラブ市場の拡大

・多様な施設･フィットネスクラブの増加

◆選択肢の拡大による民間施設

利用者の増加

◆公共施設利用者数の減少に

よる運営維持の困難化
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３ 公営プールを取り巻く状況

(2)余熱利用の状況

和泉市温水プールは泉北環境整備施設組合のごみ処理場 泉北クリーンセンターで発生する熱源を再

利用し運営しています。

泉北環境整備施設組合では、泉北クリーンセンターの老朽化に伴い、令和１６年度以降の新施設の整

備に向け取り組んでいます。この度、新施設の移転を含む整備方針が示され、この方針によれば新施設

の整備以降は熱源が利用できなくなりランニングコストが増大することとなります。

◆余熱利用による効果（概算）

区分 余熱利用あり 余熱利用なし 差

１月あたりガス料金 約１５万円 約１７５万円 約１６０万円

年間のガス料金 約１８０万円 約２１００万円 約１９２０万円

○泉北クリーンセンターの新施設が現有地以外となった場合、新施設の整備以降は余熱の利用が困難と

なり、年間約１，９００万円の光熱水費が増額され、ランニングコストが増大することとなります。

過去に泉北クリーンセ
ンターからの温水供
給が停止した際のガ
ス使用量から試算
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３ 公営プールを取り巻く状況

(3)和泉市内のスポーツ施設について

施設名 機能等 町名

屋
内

温水プール プール、トレーニング室 上町

市民体育館 大体育室、小体育室、トレーニング室 府中町

コミュニティ体育館 体育室、トレーニング室 光明台

屋
外

総合スポーツセンター
（関西トランスウェイスポーツスタジアム）

野球場、多目的グラウンド、テニスコート 下宮町

光明池球技場 運動広場、テニスコート 室堂町

光明池緑地運動場 運動広場、テニスコート 光明台

槇尾川公園テニスコート テニスコート 和気町

○屋内施設は温水プールの他、体育館が２施設あります。

○屋外施設はテニスコートのみが１施設、その他３施設はグラウンドやテニスコートの複合施設です。

① 現在の施設（生涯学習推進室スポーツ振興担当が所管する施設）
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３ 公営プールを取り巻く状況

○和泉市では、生涯学習・スポーツ推進計画で上記２施設の整備を位置づけ検討を行っており、整備に

あたっては相当な財政負担が想定されます。

○両施設とも民間施設が充実している温水プールとは異なり、民間での施設整備は困難であり、公共施

設としての整備が必要です。

② 和泉市における今後のスポーツ施設の構想について

◆和泉市生涯学習・スポーツ推進計画での位置づけ

長年指摘されているスポーツ施設の不足に加え、多様化するスポーツ施設のニーズに対応するため、旧泉北

水道企業団跡地を候補地とし、スポーツ公園の整備を検討しています。

現市民体育館が建築から４９年が経過し、老朽化に伴い将来的に建替えが必要です。整備にあたり観客席を

有するアリーナ機能を備えた体育館として充実整備をすることで、多目的な利用が可能となるよう整備の検

討を進めています。

（仮称）北部総合スポーツ公園の整備

市民体育館の建替えに伴うアリーナの整備
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４ 温水プール事業の廃止について

➣人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減少といった社会情勢の変化

➣社会ニーズの変化による民間施設の充実に伴い、公共施設としての役割が減少

➣老朽化に伴う施設の維持管理コストの増大

今後の方向性

これまで整理した内容を踏まえ、本市の方向性として、

○現在契約している指定管理期間が終了する令和１０年度末（令和１１年３月３１日）を

もって和泉市温水プールを廃止します。

○廃止後の施設については、今後、民間サービスの活用も含め、利活用策を検討します。
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○和泉市スポーツ推進審議会条例 
 

平成25年７月26日 
条例第41号 

 
（設置） 
第１条　スポーツ基本法（平成23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定に基づき、
和泉市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 
（担任事務） 
第２条　審議会は、法第35条に規定するもののほか、和泉市教育委員会（以下「教育委員会」とい
う。）又は市長の諮問に応じ、法第10条第１項に規定する地方スポーツ推進計画その他のスポー
ツの推進に関する重要事項について調査審議し、これらの事項に関して教育委員会又は市長に建

議する。 
 
（組織） 
第３条　審議会は、委員10人以内で組織する。 
２　委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

(1)　関係団体の代表 
(2)　学識経験者 
(3)　公募による市民 
 
（任期） 
第４条　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
２　委員は、再任されることができる。 
 
（会長及び副会長） 
第５条　審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により定める。 
２　会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 
 
（会議） 
第６条　審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。ただ

し、会長が選任されていない場合その他会長が招集できない場合は、教育委員会が招集する。 
２　会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
３　会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
 
（関係者の出席） 
第７条　会長は、必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意見若しくは説明を聴

き、又は資料の提出を求めることができる。 
 
（庶務） 
第８条　審議会の庶務は、スポーツ振興担当部署において処理する。 
 
（委任） 
第９条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、教育委員会が定める。 
 

附　則 
この条例は、公布の日から施行する。 
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○和泉市審議会等の設置及び運営に関する規則（抜粋） 
 
(会議の公開) 
第10条　審議会等の会議は、これを公開しなければならない。ただし、次のいずれかに該当する審
議会等の会議についてはこの限りでない。 

(1)　会議の公開が法令又は条例により制限されている審議会等 
(2)　個人の秘密に属する事項を含む個人情報を取り扱う審議会等 
(3)　その他公開することが適当でないと認められる審議会等 

2　審議会等の長は、前項本文の規定にかかわらず、必要があると認めるときは、委員全員の同意
を得て会議を非公開とすることができる。 
 
 
（会議の傍聴） 
第12条　市民及び事業者は、審議会等の会議が非公開とされたときを除き、審議会等の会議を傍聴
することができる。 
2　会議を傍聴する者（以下「傍聴人」という。）は、会場の秩序維持に関し審議会等の長の指示
に従わなければならない。 

3　審議会等の長は、会場の秩序維持のため必要と認めるときは、傍聴者に退場を命ずることがで
きる。 
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和泉市スポーツ推進審議会運営要綱 

 

(目的) 

第１条　この要綱は、和泉市スポーツ推進審議会条例（平成２５年和泉市条例第

４１号。以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、和泉市スポーツ推進

審議会（以下「審議会」という。）の運営に関し必要な事項を定める。 

 

(任務) 

第２条　審議会は、スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第３１条及び第

３５条の規定により、教育委員会又は市長の諮問に応じて、スポーツ推進に関

する次の各号に掲げる事項について調査審議し、これらの事項に関して教育委

員会又は市長に建議する。 

(1) スポーツ推進計画に関すること。 

(2) スポーツ団体に交付する補助金に関すること。 

(3) 前号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関する重要事項。 

 

(委員) 

第３条　条例第３条に定める委員の内訳は、別表のとおりとする。 

 

(委任) 

第４条　この要綱に定めるもののほか、審議会の運営について必要な事項は、委

員長が定める。 

 

附　則（平成２５年和泉市教育委員会訓令第２７号） 

この訓令は、平成２５年８月５日から施行する。 

　　附　則（平成２８年和泉市教育委員会訓令第１０号） 

この訓令は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 P.29

別表（第３条関係） 

 

 

 

 

 
１ 和泉市町会連合会の代表者

１号委員

 
２ 和泉市スポーツ推進委員協議会の代表者

 
３ 和泉市体育協会の代表者

 
４ 和泉市ＰＴＡ協議会の代表者

 
５ 和泉市老人クラブ連合会の代表者

 
６ 和泉市障がい者団体連絡協議会の代表者

 
７ 学識経験者

２号委員  
８ 学識経験者

 
９ 公募による市民 ３号委員


